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　令和5年第1回市議会定例会で決定した、下野市の令和5年度当初予算についてお知らせします。

　令和5年度一般会計当初予算は、「第二次下野市総合計画　後期基本計画」を軸に、「第二期下野市まち・
ひと・しごと創生総合戦略」の達成に向け、健全財政を堅持しながら、多様化する市民ニーズ、アフター
コロナや原油価格・物価高騰をはじめとした社会・経済状況の変化など新たな環境に対応し、これからの
下野市がもっと住みよいまちへ発展するよう「子育て支援」、「安全安心の確保」及び「地域経済の活性
化」の施策を柱とした『未来へつなぐ下野市まちづくり予算』として編成しました。

●予算編成方針

●一般会計

市税
95億1,670万円

36.1%

自主財源
140億8,048万円

53.4%

依存財源
122億6,952万円

46.6%

繰入金
30億6,595万円

11.6%

繰越金
5億円
1.9%

民生費
91億9,764万円

34.9%

土木費
32億4,064万円

12.3%公債費
30億9,106万円

11.7%

総務費
26億3,402万円

10.0%

教育費
25億3,159万円

9.6%

衛生費
24億4,168万円

9.3%

商工費
13億1,779万円

5.0%

消防費
11億1,648万円

4.2%

農林水産業費
5億4,924万円

2.1%
その他

2億2,986万円
0.9%

その他
9億9,783万円

3.8%

その他
21億1,188万円

8.0%

市債
9億2,720万円

3.5%

県支出金
18億1,814万円

6.9%

国庫支出金
34億1,230万円

13.0%

地方交付税
40億円
15.2%

令和5年度下野市当初予算

歳入 用語の解説263億5,000万円

歳出 263億5,000万円

自主財源
市が自ら収入する財源のことです。主に以下のような
ものがあります。
　●市税
市民の皆さんや市内に事務所などがある法人など
に納めていただく税金

　●繰入金
　　基金の取り崩しなど
　●繰越金
前年度で生じた決算剰余金を翌年度の歳入に繰
り越したもの

依存財源
国や県から交付されたり、割り当てられる財源のことで
す。主に以下のようなものがあります。
　●地方交付税
国税を財源として、国から一定基準により市に交
付されるもの

　●国庫支出金、県支出金
国・県からの負担金や補助金など

　●市債
政府・金融機構・銀行などから調達する借入金

用語の解説
　●民生費
高齢者や障がいのある方に対する福祉政策の経
費、子育て支援費など

　●土木費
道路、河川、公園などのまちづくりに要する経費
や維持管理費など

　●公債費
市債の償還金（元金と利子）

　●総務費
庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、税金の徴収
費など

　●教育費
学校教育・生涯学習の充実や文化・スポーツ振興
費など

　●衛生費
感染症予防、健康増進、環境保全、清掃費など

　●商工費
商工業や観光の振興費など

　●消防費
　　消防や火災予防などの災害対策費など
　●農林水産業費
　　農業や畜産業などの振興費など
　●その他
　　議会費、労働費など広報しもつけ　2023.5
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